
ル
ギ
ー
紫
が
、
米
国
内
の
シ

エ
ー
ル
オ
イ
ル
開
発
を
袈
さ

せ
て
い
る
こ
と
が
"
宴
だ
。
米

国
で
は
Ⅱ
月
に
中
間
選
学
控

え
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
は

方
針
の
変
更
は
考
え
に
く
く
、

舌
は
高
い
生
産
量
が
維
持
さ

れ
る
可
稗
が
高
い
。

ド
ル
高
も
髪
要
因
だ
。
米

連
1
度
理
烹
=
(
F
R

B
)
は
6
月
玲
日
に
今
年
2
回

目
の
利
上
げ
に
踏
み
切
っ
た
。

玲
年
の
利
上
げ
は
計
4
回
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
欧
州

実
銀
行
(
E
C
旦
は
来
夏

ま
で
政
鑒
利
を
現
在
の
査

に
据
え
置
く
罫
。
米
国
と
の

金
型
拡
大
に
ょ
り
、
ユ
ー
ロ

安
・
ド
ル
高
が
進
む
可
稗
が

あ
る
。
ド
ル
建
て
で
取
引
さ
れ

る
原
油
に
と
っ
て
、
ド
ル
高
は

取
引
コ
ス
ト
増
に
つ
な
が
る
た

め
、
原
1
を
押
し
下
げ
る

雋
が
あ
り
、
下
押
し
圧
力
と

し
て
意
識
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

突
発
的
に
地
政
学
り
ス
ク
が

悪
化
し
な
い
限
り
、
玲
年
後
半

の
W
T
1
原
油
先
物
価
格
ば
、

1
那
レ
"
^
ド
ル
か
ら
^
ド
ル
の
幅

で
推
移
す
る
と
み
て
い
る
。

(
津
賀
田
嘉
子
・
み
ず
ほ
証
券

シ
ニ
ア
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ア
ナ
リ

ス
ト
)

人
民
銀
行
に
ょ
る
と
、
今
回
の

引
き
下
げ
に
ょ
り
7
0
0
0
億

元
(
約
Ⅱ
・
8
兆
円
)
の
預
金

糒
が
「
解
凍
」
さ
れ
、
、
乙

5
0
0
0
億
元
分
は
5
大
国
有

商
業
銀
行
や
n
の
焚
制
商
業

銀
行
が
「
債
務
の
焚
化
」
(
デ

ツ
ト
・
エ
ク
ィ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ

・
D
E
S
)
の
讐
に
用
い
、
2

0
0
0
億
元
分
は
宋
銀
行
に

よ
る
小
型
零
細
企
青
冬
し

出
し
の
増
加
に
向
け
ら
れ
る
。

4
月
部
日
に
預
金
糒
率
が

ー
%
引
き
下
げ
ら
れ
た
際
に
は

1
兆
3
0
0
0
億
元
の
預
金
準

備
が
解
凍
。
こ
の
う
ち
9
0
0

0
億
元
分
は
人
民
銀
行
か
ら
商

業
銀
行
へ
の
貸
し
出
し
で
あ
る

「
M
I
F
(
瑚
貸
し
出
し
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
ー
)
」
の
返
済
に
充
て

ら
れ
、
 
4
0
0
0
億
元
分
は
小

型
零
果
青
名
し
出
し
の

増
加
に
向
け
ら
れ
た
^
が
あ

る
。
共
通
す
る
の
は
小
型
零
細

企
胃
冬
し
出
し
の
増
加
で

あ
り
、
裏
を
返
せ
ば
、
こ
う
し

た
企
業
の
生
存
蛋
は
相
急

化
し
て
い
た
わ
け
だ
。

れ
、
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
(
影

の
銀
行
)
へ
の
規
制
が
強
化
さ

れ
た
結
果
 
1
利
が
大
き

く
上
昇
し
た
。
国
有
企
業
は
銀

冬
し
出
し
へ
の
依
存
を
ま
す

ま
す
高
め
る
こ
と
で
対
処
し
た

が
、
そ
れ
が
ま
ま
な
ら
な
か
っ

た
朱
零
細
企
業
の
資
金
調
達

難
は
一
段
と
深
刻
化
し
た
。

シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
規
制

に
ー
か
け
た
の
は
、
今
年

4
月
舒
日
の
「
金
融
機
関
の
資

唇
理
業
務
の
発
に
関
す

る
謹
意
見
」
の
発
効
で
あ
る
。

こ
れ
は
理
財
商
品
に
つ
い
て
事

実
上
の
元
本
保
証
を
可
能
に
し

て
い
た
「
資
金
プ
ー
ル
運
用
」

(
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
ひ
と
ま

と
め
に
し
た
「
ど
ん
ぶ
り
勘

定
」
)
を
林
歪
し
、
資
産
運
偶

品
の
健
全
化
を
図
る
も
の
だ
。

中
国
人
民
銀
行
(
実
銀
行
)

は
7
月
5
日
か
ら
銀
行
の
預
金

1
0
・
5
%
引
き
下
げ

る
と
発
表
し
た
。
預
金
稀
は

串
銀
行
の
預
金
の
一
定
劃
口

の
額
を
実
銀
行
に
預
け
入
れ

さ
せ
る
制
度
。
そ
の
引
き
下
げ

は
、
堅
調
に
見
え
る
中
国
経
済

に
企
業
の
資
金
調
達
難
と
そ
れ

に
ょ
る
経
済
減
速
り
ス
ク
が
く

す
ぶ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

引
き
下
げ
後
の
大
手
銀
行
の

預
金
糒
率
は
巧
・
5
%
、
中

小
銀
行
は
B
 
・
 
5
%
と
な
る
。

規
制
強
化
の
結
果
、
玲
年
5

月
の
社
会
資
金
調
達
金
額
の
ネ

ツ
ト
の
増
減
額
は
、
需
貸
し

出
し
、
舗
貸
し
出
し
、
未
割

引
の
銀
行
引
工
孕
形
、
企
養

券
が
と
も
に
純
減
(
回
収
・
償

還
超
過
)
と
な
る
暴
争
態
が

発
生
し
た
。
小
型
零
細
企
業
の

命
綱
で
あ
る
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ

ン
グ
経
由
の
資
金
調
達
が
極
端

に
抑
制
さ
れ
た
の
だ
。

シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
の
過

度
の
抑
制
が
続
け
ば
、
小
型
零

細
企
業
は
資
金
調
達
難
に
陥

り
、
資
金
繰
り
の
悪
化
か
ら
企

業
倒
産
が
増
加
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
当
然
、
景
気
下
振
れ
り

ス
ク
は
契
し
よ
、
つ
。

こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
の
手

立
て
の
一
つ
が
、
 
4
月
と
7
月

の
預
金
市
引
き
下
げ
で
あ

り
、
小
型
零
細
企
高
名
し

出
し
の
増
加
に
は
、
景
気
下
振

れ
り
ス
ク
の
軽
減
が
意
図
さ
れ

て
い
よ
、
つ
。
幸
い
な
こ
と
に
中

国
の
預
金
輩
は
大
き
な
引

き
下
、
又
地
が
あ
る
。
た
だ
、

零
細
企
業
の
経
営
蛋
は
依
然

厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
A
後
は

資
金
調
達
難
が
実
際
に
馨
す

る
か
ど
う
か
注
意
が
必
要
だ
。

(
斎
需
登
・

大
禦
研
王
席
研
究
旦

、

、
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